
 

「保安検査技術研修会」開催のご案内 
 ＬＰガス製造施設の保安検査及び保守管理のあり方 

                  

主催：(社)日本エルピーガスプラント協会 

共催：日 本 Ｌ Ｐ ガ ス 団 体 協 議 会 

 

1. 開催の趣旨 

この度の、東日本大震災は、様々な産業に未曽有の被害をもたらしました。被災された

方々に対し心よりお見舞い申し上げます。 

さて、保安検査を行うための民間規格として、平成 17 年 3 月に告示指定された保安検

査基準(KHKS0850-2(2005 年版))は、その運用について様々な観点から検討が行われ、平

成 22 年 3 月には、保安検査方法の改正(告示)とともに、KHKS0850-2(2009 年版)として発

刊され、現在高圧ガス保安協会では、フレキシブルチューブの保安検査方法をはじめ、

保安検査基準の改正が行われております。 

近年経年設備の事故がますます増加傾向にあり、経年劣化が原因とされる漏えい事故と

共に、昨今は作業手順の周知徹底の不備と指摘される事故が増加しつつあります。 

ＬＰガス業界でも、液化石油ガス製造施設の設備年齢に比例して、経年劣化による不具

合報告が増加しており、保安意識の再構築とともに綿密な保守管理が求められてきてお

ります 

弊協会では、平成 11 年以降保安検査の方法の解説とともに、経年設備の保守管理の方

法について、毎年研修会を開催し、都道府県の担当官をはじめ、液化石油ガス製造施設

の保安管理者約 2,200 名以上の方々に受講いただいており、本研修会を、受講された多

数の方々より、さまざまなご質問やご意見をいただくとともに継続して開催のご希望を

いただいております。 

皆様のご要望にこたえ、平成 23 年度も、日本ＬＰガス団体協議会共催のもと、下記の

日程にて、保安検査の方法の解説とともに、保安検査と保守管理(金属フレキシブルホー

ス等を含む)のあり方について研修会を開催することとなりました。 

つきましては、液化石油ガス製造所の保安責任者の方々をはじめ、保守検査及び保守

管理等に携わる方々に、是非受講いただきますようご案内申し上げる次第です。 

    また、本研修会では、この度の東日本大震災の被害状況の概要と保守管理についてご説明

を企画いたしております。 

 

 

2. 開催日及び会場 

 

開催場所 開催日 会 場 定員 

東  京 平成 23 年 5 月 30 日(月) 品川区立総合区民会館(東京)  150 名 

大  阪 平成 23 年 6 月 8 日(水) 大阪科学技術センター(大阪) 150 名 



3. 講習科目・時間(予定)(科目表記は、都合により変更させていただくことがあります。) 

時 間 科  目 講  師 

10:00 開講挨拶 日本ＬＰガス団体協議会 

10:05 

10:45 
高圧ガス保安行政の動向 経済産業省原子力安全・保安院 保安課 

10:55 

13:00 

ＬＰガス製造事業者の保安管理対応について 

(点検の概要、方法及び腐食対策について) 
日本ＬＰガス団体協議会 

13:00 

14:00 
昼   休  

14:00 

15:50 

ＬＰガス製造設備の保安検査 

及び保守検査のあり方について 
(社)日本エルピーガスプラント協会 委員 

16:00 

16:30 

高圧ガス設備の保守管理について 

(地震の被害状況の概要報告と保守管理) 
(社)日本エルピーガスプラント協会 委員 

◎ 研修会終了後「受講修了証」を交付いたします。 

 

4. 受講料 (テキスト(*1)及び消費税を含む。) 

(1) (社)日本エルピーガスプラント協会正会員   ：１０,５００円(１名)(*4) 

(2) (社)日本エルピーガスプラント協会賛助会員  ：１４,７００円(１名) 

(3) 日本ＬＰガス団体協議会会員(*2)             ：１４,７００円(１名) 

(4) 工業用消費事業者(製造事業者)(*3) ：１４,７００円(１名) 

(5) 一般の方 ：２１,０００円(１名) 

 

(*1) ①JLPA 209:2010 金属フレキシブルホース基準 

②ＬＰガス用バルブメンテナンス要領 

(*2) 都道府県ＬＰガス協会等に所属されている方 

 (*3) 工場用燃料としてＬＰガスを利用されている事業者 

 (*4) ＪＬＰＡ正会員は、１社１名無料で受講できます。(注)お申込方法は事務局にお尋ねください。 

 

5. 受講手続 

以 下 の ① 、 ② を 合 わ せ て Ｆ Ａ Ｘ (03-5777-6168)又 は 郵 便 で お 送 り 下 さ い 。 

ご 入 金 確 認 後 「 受 講 票 」 を ご 送 付 い た し ま す 。  

① 受講申込書   (申込書に所定の事項をご記入下さい。) 

② 銀行の振込金受取書のコピー（受講料をお振込の上お送り下さい。） 

 

      取引先 

    ○三菱東京ＵＦＪ銀行 虎ノ門支店  普通口座 １４９２３９２ 

          口座名義 (社)日本エルピーガスプラント協会 

 

◎現金書留でのお申し込みもお受け致します。 

   〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-20-4 虎ノ門鈴木ビル 3Ｆ 

         (社)日本エルピーガスプラント協会 講習会係 

    TEL 03‐5777-6167  FAX 03‐5777-6168 



6. 受講申込書締切期日 

 申込み締切期日は、開催日の 7 日前までと致します。ただし、定員に達し次第締め切

らせていただきます。 

  

     

7. 会場案内図 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大阪科学技術センター＞ 
大阪市西区靭本町 1-8-4 

最寄り駅 

(1) 地下鉄四ツ橋｢本町駅｣ 下車 28 番出口徒歩 5 分 

(2) 地下鉄御堂筋線｢本町駅｣ 下車 2 番出口徒歩 8 分 

 

 

＜(きゅりあん)品川区立総合区民会館＞ 
東京都品川区東大井 5-18-1 

最寄り駅 

(1) ＪＲ京浜東北線「大井町駅」 下車 徒歩 2 分

(2) 東急大井町線「大井町駅」 下車 徒歩 3 分 

(3) 東京臨海鉄道「大井町駅」 下車 徒歩 3 分  



ＦＡＸ ０３－５７７７－６１６８ 

(社)日本エルピーガスプラント協会   講習係   宛 

 

保安検査技術研修会 

ＬＰガス製造施設の保安検査及び保守管理のあり方 

 

受 講 申 込 書 
◆ 申込者 

会  社 名 
 

役職・氏名 
 

会社所在地 

（連絡先） 

〒 

 

 

   TEL    （    ） 

 

◆ 受講者                ↓        ↓ 

職   種 氏     名 会  場 受講料申込区分 

  東京 ・ 大阪
正会員・賛助会員・日団協会員

工業用消費事業者・一般 

  東京 ・ 大阪
正会員・賛助会員・日団協会員

工業用消費事業者・一般 

  東京 ・ 大阪
正会員・賛助会員・日団協会員

工業用消費事業者・一般 

  東京 ・ 大阪
正会員・賛助会員・日団協会員

工業用消費事業者・一般 

  東京 ・ 大阪
正会員・賛助会員・日団協会員

工業用消費事業者・一般 

                         

       
 

 

ホームページ申込 

該当に○をしてください 

受講料計                   円


